
全 自
治
体
の
４
割
が
消
滅
の
可
能
性

国
的
な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

現
在
の
日
本
に
お
い
て
、
地
方

で
は
特
に
深
刻
な
人
口
減
少
と
急
速
な

少
子
化
・
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
民
間
有
識
者
ら
で
組
織
す
る
「
人

口
戦
略
会
議
」
は
、
令
和
６
年
４
月
に

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
を
も
と
に
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性

の
数
、「
若
年
女
性
人
口
」
の
減
少
率
を

市
区
町
村
ご
と
に
分
析
し
発
表
し
ま
し

た
。
２
０
５
０
年
ま
で
の
期
間
で
、
若

年
女
性
人
口
が
半
数
以
下
に
な
る
自
治

体
は
全
体
の
４
割
に
あ
た
る
７
４
４
あ

り
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
は
、
そ
の
後
、

人
口
が
急
減
し
、
最
終
的
に
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
推
計
に
よ
る
と

菰
野
町
の
若
年
女
性
人
口

の
減
少
率
は
マ
イ
ナ
ス

24
・
４
％
で
三
重
県
内
で

は
３
番
目
に
低
く
、「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
に
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
５

年
ま
で

の
↖

定 住 自 立 圏 構 想

各 人
口
減
少
社
会
へ
の
打
開
策

地
で
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
、
総
務
省
は
地

方
圏
か
ら
の
人
口
の
流
出
を
防
ぎ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
地
方
圏
に
も
形
成

で
き
る
よ
う
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に
基

づ
く
定
住
自
立
圏
の
形
成
を
平
成
21
年
か

ら
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
圏
か
ら
三
大
都

市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
つ
つ
、

三
大
都
市
圏
の
住
民
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

こ も の　　 い な べ

広報こもの
№768
２

広報こもの
№768
３

６
年
間
で
人
口
が
減
少
傾
向
に
転
じ
、
既

に
約
６
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。今
後
、

さ
ら
に
少
子
化
・
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

2050 年　　　　　　　日本にある自治体の４割が消滅する

そんな日本全体が直面する喫緊の課題に立ち向かうため

定住自立圏構想のもと、広域で存続の道を模索する▲令和６年６月 28日にいなべ市役所で行った定住
自立圏形成協定調印式の様子

じ
た
居
住
の
選
択
肢
を
地
方
圏
で
提
供
す

る
こ
と
で
、
三
大
都
市
圏
か
ら
の
人
の
流

れ
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
定

住
自
立
圏
構
想
」
で
は
、
人
口
５
万
人
程

度
以
上
の
中
心
市
を
設
定
し
、
近
隣
市
町

村
を
含
め
て
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、

菰
野
町
で
は
、
隣
接
す
る
い
な
べ
市
と
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
菰
野
町
と
い
な
べ
市
は
そ
れ
ぞ

れ
三
重
郡
と
員
弁
郡
、
三
泗
地
域
と
桑
員

地
域
と
し
て
の
繋
が
り
が
強
く
、
行
政
上

の
連
携
が
希
薄
で
あ
っ
た
地
域
同
士
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ
て

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
、
い
な
べ
市
を
中

心
市
と
し
て
据
え
る
こ
と
で
、
い
な
べ
市

が
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
結
ん
で
い
る

東
員
町
と
と
も
に
新
た
な
生
活
圏
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼三重県内の「消滅可能性自治体」マップ
出典

いなべ市

菰野町

東員町

▶人口５万人程度以上
▶昼夜間人口比率が１以上
▶三大都市圏外※

※例外規定あり。菰野町、四日市
市等は三大都市圏に含まれる。

B特 集 eyond the area

ともに鈴鹿山脈の麓に位置し、観光資源や生活圏など共通す
る部分が多く存在する菰野町といなべ市。今回、その共通部
分を生かし、連携を強めていく取り組みがスタートしました。

人口戦略会議

I N
A
B E

KOMONO

鈴鹿山脈で連なる２つのまち
人口減少社会の中で

菰野町といなべ市で歩む


